
(57)【要約】

【課題】　気管内視鏡の挿入部が気管チューブの先端部

から食道や気管内に突出するのを確実に防止できる気管

内視鏡システムを提供する。

【解決手段】　食道（６２）から気管（６３）に跨らせ

て挿入される気管チューブ（５０）；及び該気管チュー

ブに挿入される挿入部（１２）と該挿入部に連なる操作

部（１１）とを有する気管内視鏡（１０）；を有する気

管内視鏡システムにおいて、上記気管内視鏡の挿入部の

操作部側に、上記気管チューブの入口側端部に接触し、

上記挿入部の先端が気管チューブの先端から突出するの

を防止するストッパ（４０、７０）を設けたことを特徴

とする気管内視鏡システム。

【選択図】　図１

JP 2006-198299 A 2006.8.3



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
食 道 か ら 気 管 に 跨 ら せ て 挿 入 さ れ る 気 管 チ ュ ー ブ ； 及 び 該 気 管 チ ュ ー ブ に 挿 入 さ れ る 挿 入
部 と 該 挿 入 部 に 連 な る 操 作 部 と を 有 す る 気 管 内 視 鏡 ； を 有 す る 気 管 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い
て 、
　 上 記 気 管 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 操 作 部 側 に 、 上 記 気 管 チ ュ ー ブ の 入 口 側 端 部 に 接 触 し 、 上 記
挿 入 部 の 先 端 が 気 管 チ ュ ー ブ の 先 端 か ら 突 出 す る の を 防 止 す る ス ト ッ パ を 設 け た こ と を 特
徴 と す る 気 管 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 気 管 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、
　 上 記 ス ト ッ パ の 上 記 挿 入 部 の 軸 線 に 直 交 す る 方 向 の 断 面 径 が 、 上 記 気 管 チ ュ ー ブ の 内 径
よ り 大 径 で あ る 気 管 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 気 管 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、
　 上 記 ス ト ッ パ が 、 上 記 挿 入 部 に 対 し て 着 脱 可 能 で あ る 気 管 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 気 管 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、
　 上 記 ス ト ッ パ が 、 上 記 挿 入 部 に 対 す る 装 着 位 置 を 選 択 可 能 で あ る 気 管 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 気 管 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、
　 上 記 ス ト ッ パ が 、 上 記 挿 入 部 が 相 対 移 動 可 能 に 嵌 合 す る 貫 通 孔 と 、 該 挿 入 部 と ス ト ッ パ
の 相 対 位 置 を 所 定 位 置 に 保 持 可 能 な 保 持 手 段 、 と を 備 え て い る 気 管 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ 記 載 の 気 管 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、
　 上 記 ス ト ッ パ が 弾 性 材 料 か ら な り 、
　 上 記 保 持 手 段 が 、 上 記 貫 通 孔 の 内 周 面 に 突 設 さ れ た 、 上 記 挿 入 部 の 表 面 に 弾 性 接 触 可 能
な 保 持 用 突 部 で あ る 気 管 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ５ 記 載 の 気 管 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、
　 上 記 ス ト ッ パ が 弾 性 材 料 か ら な り 、
　 上 記 保 持 手 段 が 、 ス ト ッ パ の 上 記 挿 入 部 へ の 装 着 時 に 、 上 記 挿 入 部 の 表 面 に 弾 性 的 に 面
接 触 す る 上 記 貫 通 孔 で あ る 気 管 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 食 道 ま た は 気 管 内 に 挿 入 さ れ る 気 管 チ ュ ー ブ に 、 気 管 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 挿 入
す る 際 に 、 気 管 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 が 気 管 チ ュ ー ブ の 先 端 か ら 食 道 ま た は 気 管 内 に 突 出
し な い よ う に す る 気 管 内 視 鏡 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 患 者 の 気 道 確 保 の た め に 、 ス タ イ レ ッ ト を 用 い て 気 管 チ ュ ー ブ を 患 者 の 口 及 び 食 道 か ら
気 管 内 に 挿 入 す る 行 為 は 医 療 現 場 に お い て 広 く 行 わ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。 こ
の 気 管 チ ュ ー ブ の 挿 入 作 業 は 簡 単 で は な く 、 技 術 が 未 熟 な 術 者 や 経 験 が 浅 い 術 者 が 行 う と
、 気 管 チ ュ ー ブ が 食 道 内 に 止 ま り 気 管 内 に 挿 入 で き な い こ と が あ る 。 こ の た め 従 来 よ り 、
気 管 チ ュ ー ブ か ら ス タ イ レ ッ ト を 抜 き 取 っ た 後 に 、 代 わ り に 気 管 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 気 管 チ
ュ ー ブ 内 に 挿 入 し 、 挿 入 部 先 端 の 観 察 光 学 系 に よ っ て 得 ら れ た 画 像 を 気 管 内 視 鏡 の 接 眼 部
か ら 視 認 す る こ と に よ り 、 術 者 は 気 管 チ ュ ー ブ の 先 端 部 が 気 管 内 に 位 置 し て い る か 否 か を
確 認 し て い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 登 録 実 用 新 案 第 ３ ０ ４ ３ ３ ３ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-198299 A 2006.8.3



【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 気 管 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 気 管 チ ュ ー ブ に 挿 入 す る と き に 、 術 者 が 誤 っ て 挿 入 部 先
端 を 気 管 チ ュ ー ブ の 先 端 か ら 食 道 や 気 管 内 に 突 出 さ せ て し ま い 、 挿 入 部 先 端 を 食 道 や 気 管
に 接 触 さ せ て し ま う こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 気 管 内 視 鏡 の 挿 入 部 が 気 管 チ ュ ー ブ の 先 端 部 か ら 食 道 や 気 管 内 に 突 出
す る の を 確 実 に 防 止 で き る 気 管 内 視 鏡 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 気 管 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 食 道 か ら 気 管 に 跨 ら せ て 挿 入 さ れ る 気 管 チ ュ ー ブ ； 及
び 該 気 管 チ ュ ー ブ に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 と 該 挿 入 部 に 連 な る 操 作 部 と を 有 す る 気 管 内 視 鏡 ；
を 有 す る 気 管 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 上 記 気 管 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 操 作 部 側 に 、 上 記 気 管
チ ュ ー ブ の 入 口 側 端 部 に 接 触 し 、 上 記 挿 入 部 の 先 端 が 気 管 チ ュ ー ブ の 先 端 か ら 突 出 す る の
を 防 止 す る ス ト ッ パ を 設 け た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 ス ト ッ パ の 上 記 挿 入 部 の 軸 線 に 直 交 す る 方 向 の 断 面 径 が 、 上 記 気 管 チ ュ ー ブ の 内 径
よ り 大 径 で あ る の が 実 際 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 ス ト ッ パ が 、 上 記 挿 入 部 に 対 し て 着 脱 可 能 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 ス ト ッ パ が 、 上 記 挿 入 部 に 対 す る 装 着 位 置 を 選 択 可 能 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 ス ト ッ パ が 、 上 記 挿 入 部 が 相 対 移 動 可 能 に 嵌 合 す る 貫 通 孔 と 、 該 挿 入 部 と ス ト ッ パ
の 相 対 位 置 を 所 定 位 置 に 保 持 可 能 な 保 持 手 段 、 と を 備 え て い る の が 実 際 的 で あ る 。
　 具 体 的 に は 、 上 記 ス ト ッ パ を 弾 性 材 料 か ら な る も の と し 、 上 記 保 持 手 段 を 、 上 記 貫 通 孔
の 内 周 面 に 突 設 さ れ た 、 上 記 挿 入 部 の 表 面 に 弾 性 接 触 可 能 な 保 持 用 突 部 と す る こ と が 可 能
で あ る 。
　 ま た 、 上 記 ス ト ッ パ が 弾 性 材 料 か ら な る も の と し 、 上 記 保 持 手 段 を 、 ス ト ッ パ の 上 記 挿
入 部 へ の 装 着 時 に 、 上 記 挿 入 部 の 表 面 に 弾 性 的 に 面 接 触 す る 上 記 貫 通 孔 と す る こ と も 可 能
で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 気 管 内 視 鏡 の 挿 入 部 が 気 管 チ ュ ー ブ の 先 端 部 か ら 食 道 や 気 管 内 に 突 出
す る の を 確 実 に 防 止 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 図 ２ か ら 図 ４ に 全 体 構 成 に 示 す 気 管 内 視 鏡 １ ０ は 、 中 空 の 操 作 部 １ １ と 挿 入 部 １ ２ と 接
眼 部 １ ３ を 有 し て い る 。 挿 入 部 １ ２ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 そ の 基 端 部 が 操 作 部 １ １ の 内
部 に 位 置 す る 屈 曲 可 能 な 可 撓 管 部 １ ５ と 、 可 撓 管 部 １ ５ の 基 端 部 側 の 周 囲 を 覆 う 合 成 樹 脂
等 の 弾 性 変 形 不 能 な 硬 質 材 料 か ら な る 筒 状 の 硬 質 筒 状 部 材 １ ６ と を 具 備 し て お り 、 硬 質 筒
状 部 材 １ ６ が 操 作 部 １ １ の 開 口 部 １ ７ や 操 作 部 １ １ 内 に 配 設 さ れ た 筒 状 支 持 部 材 １ ８ に よ
っ て 支 持 さ れ て い る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 可 撓 管 部 １ ５ の 先 端 に は 、 そ の 軸 線 が 可 撓 管 部
１ ５ の 軸 線 Ａ に 対 し て 傾 斜 す る 金 属 製 の 傾 斜 筒 状 部 材 １ ９ が 固 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 傾
斜 筒 状 部 材 １ ９ の 先 端 部 に は 、 そ の 軸 線 が 傾 斜 筒 状 部 材 １ ９ と 同 方 向 を 向 く 合 成 樹 脂 製 の
先 端 部 ２ ０ の 後 端 部 が 嵌 合 し て お り 、 傾 斜 筒 状 部 材 １ ９ と 先 端 部 ２ ０ は 止 め ね じ ２ １ に よ
っ て 固 定 さ れ て い る 。 傾 斜 筒 状 部 材 １ ９ と 先 端 部 ２ ０ の 材 質 は 、 可 撓 管 部 １ ５ よ り 硬 く 変
形 不 能 な 硬 質 材 料 で あ れ ば 金 属 や 合 成 樹 脂 以 外 の も の で あ っ て も よ い 。 傾 斜 筒 状 部 材 １ ９
（ 先 端 部 ２ ０ ） の 軸 線 の 可 撓 管 部 １ ５ の 軸 線 Ａ に 対 す る 傾 斜 角 度 は ９ ０ ° 以 外 で あ れ ば 何
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度 で あ っ て も よ い が 、 操 作 し 易 さ を 考 慮 す る と ５ ° ～ ２ ０ ° の 範 囲 内 で 設 定 す る の が 理 想
的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 先 端 部 ２ ０ は 、 先 端 部 ２ ０ を そ の 長 手 方 向 に 貫 通 す る 第 １ 貫 通 孔 ２ ２ と 第 ２ 貫 通 孔 ２ ３
を 備 え て い る 。 第 １ 貫 通 孔 ２ ２ の 先 端 部 に は 複 数 の レ ン ズ か ら な る 観 察 光 学 系 Ｌ １ が 嵌 合
固 定 さ れ て お り 、 第 １ 貫 通 孔 ２ ２ の 先 端 部 に は 透 光 性 材 料 か ら な る 観 察 窓 Ｇ が 嵌 合 固 定 さ
れ て い る 。 観 察 光 学 系 Ｌ １ と 観 察 窓 Ｇ の 光 軸 （ 軸 線 ） は 、 先 端 部 ２ ０ の 軸 線 と 平 行 で あ る
。 さ ら に 第 １ 貫 通 孔 ２ ２ の 内 部 に は 観 察 光 学 系 Ｌ １ に 接 続 す る イ メ ー ジ フ ァ イ バ ２ ４ の 先
端 部 が 挿 入 さ れ て い る 。 イ メ ー ジ フ ァ イ バ ２ ４ の 後 端 側 は 可 撓 管 部 １ ５ 及 び 操 作 部 １ １ の
内 部 を 通 っ て 接 眼 部 １ ３ 内 ま で 延 び て お り 、 接 眼 部 １ ３ 内 に 配 設 さ れ た 接 眼 光 学 系 Ｌ ２ に
接 続 し て い る 。 第 ２ 貫 通 孔 ２ ３ の 先 端 部 に は 照 明 光 学 系 Ｌ ３ が 嵌 合 固 定 さ れ て い る 。 さ ら
に 、 第 ２ 貫 通 孔 ２ ３ 内 に は 、 照 明 光 学 系 Ｌ ３ の 直 後 に 位 置 す る Ｌ Ｅ Ｄ ２ ５ と 、 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ５
に 接 続 さ れ た プ ラ ス 側 リ ー ド 線 ２ ６ 及 び マ イ ナ ス 側 リ ー ド 線 ２ ７ が 位 置 し て い る 。 操 作 部
１ １ の 周 面 に は 筒 状 の 電 池 収 納 部 ２ ８ が 突 設 さ れ て お り 、 電 池 収 納 部 ２ ８ の 内 部 に は 乾 電
池 ３ ０ が 挿 脱 可 能 と し て 収 納 さ れ て い る 。 そ し て 、 電 池 収 納 部 ２ ８ の 端 部 に 蓋 部 ２ ９ を 着
脱 可 能 に 装 着 す る こ と に よ り 、 乾 電 池 ３ ０ が 電 池 収 納 部 ２ ８ か ら 抜 け 止 め さ れ て い る 。 乾
電 池 ３ ０ の プ ラ ス 電 極 と マ イ ナ ス 電 極 は そ れ ぞ れ 、 操 作 部 １ １ の 内 壁 と 蓋 部 ２ ９ に そ れ ぞ
れ 固 定 さ れ た 金 属 製 の プ ラ ス 側 接 片 ３ １ と マ イ ナ ス 側 接 片 ３ ２ に そ れ ぞ れ 接 触 し て い る 。
プ ラ ス 側 接 片 ３ １ に は プ ラ ス 側 リ ー ド 線 ２ ６ が 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 蓋 部 ２ ９ を 電 池
収 納 部 ２ ８ に 取 り 付 け る と 、 マ イ ナ ス 側 接 片 ３ ２ が マ イ ナ ス 側 リ ー ド 線 ２ ７ に 電 気 的 に 接
続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ５ は 硬 質 筒 状 部 材 １ ６ に 装 着 さ れ る ス ト ッ パ ４ ０ を 示 し て い る 。 こ の ス ト ッ パ ４ ０ は
、 ゴ ム 等 の 弾 性 材 料 か ら な り 、 か つ 、 軸 線 Ａ に 直 交 す る 方 向 の 断 面 径 が 気 管 チ ュ ー ブ ５ ０
（ 図 １ 、 図 ４ 参 照 ） の 内 径 よ り 大 き い 本 体 ４ １ と 、 本 体 ４ １ に 凹 設 さ れ た 凹 部 ４ ２ に 嵌 合
固 定 さ れ た 硬 質 嵌 合 部 材 ４ ３ と を 具 備 す る 。 本 体 ４ １ に は そ の 内 部 を 直 線 的 に 貫 通 す る 挿
通 孔 （ 貫 通 孔 ） ４ ４ が 穿 設 さ れ て お り 、 挿 通 孔 ４ ４ の 内 周 面 に は 、 挿 通 孔 ４ ４ の 長 手 方 向
に 並 ぶ 一 対 の 保 持 用 突 部 （ 保 持 手 段 ） ４ ５ と 、 保 持 用 突 部 ４ ５ と 対 向 す る 一 つ の 保 持 用 突
部 （ 保 持 手 段 ） ４ ６ と が 一 体 的 に 突 設 さ れ て い る 。 さ ら に 本 体 ４ １ の 外 周 面 に は 、 挿 通 孔
４ ４ の 中 心 軸 を 挟 ん で 凹 部 ４ ２ と 略 対 称 を な す 位 置 に 指 掛 け 凹 部 ４ ７ が 凹 設 さ れ て い る 。
　 こ の ス ト ッ パ ４ ０ は 気 管 内 視 鏡 １ ０ の 挿 入 部 １ ２ （ 硬 質 筒 状 部 材 １ ６ ） に 装 着 さ れ る も
の で あ る 。 装 着 す る 際 は 、 硬 質 嵌 合 部 材 ４ ３ と 指 掛 け 凹 部 ４ ７ に 指 を 当 て な が ら 図 ７ に 示
す よ う に ス ト ッ パ ４ ０ 全 体 を 弾 性 変 形 さ せ る 。 す る と 、 可 撓 管 部 １ ５ 及 び 硬 質 筒 状 部 材 １
６ が 保 持 用 突 部 ４ ５ と 保 持 用 突 部 ４ ６ の 一 方 に は 接 触 せ ず に 挿 通 孔 ４ ４ に 挿 通 可 能 と な る
の で 、 こ の 状 態 で 挿 通 孔 ４ ４ に 可 撓 管 部 １ ５ を 挿 通 す る 。 そ し て 、 保 持 用 突 部 ４ ５ と 保 持
用 突 部 ４ ６ の 一 方 （ 図 ７ で は 保 持 用 突 部 ４ ５ ） を 可 撓 管 部 １ ５ 及 び 硬 質 筒 状 部 材 １ ６ で 弾
性 変 形 さ せ な が ら 、 ス ト ッ パ ４ ０ を 硬 質 筒 状 部 材 １ ６ の 外 周 側 ま で 移 動 さ せ 、 所 望 の 位 置
に 達 し た ら 指 を ス ト ッ パ ４ ０ か ら 離 す 。 す る と 本 体 ４ １ が 弾 性 復 帰 し て 図 ５ に 示 す 初 期 形
状 に 戻 り 、 保 持 用 突 部 ４ ５ と 保 持 用 突 部 ４ ６ が 硬 質 筒 状 部 材 １ ６ の 外 周 面 に 弾 性 接 触 す る
の で 、 ス ト ッ パ ４ ０ は 硬 質 筒 状 部 材 １ ６ に 対 し て 相 対 移 動 不 能 な 状 態 に 保 持 さ れ る （ 図 ６
参 照 ） 。
　 こ の と き の ス ト ッ パ ４ ０ の 硬 質 筒 状 部 材 １ ６ に 対 す る 装 着 位 置 （ 硬 質 筒 状 部 材 １ ６ の 長
手 方 向 位 置 ） は 自 由 に 選 択 可 能 で あ り 、 気 管 チ ュ ー ブ ５ ０ の 長 さ に よ っ て 決 定 す る 。 即 ち
、 図 ４ に 示 す よ う に 、 無 色 透 明 な 気 管 チ ュ ー ブ ５ ０ に 挿 入 部 １ ２ を 挿 入 し て 、 気 管 チ ュ ー
ブ ５ ０ の 後 端 が ス ト ッ パ ４ ０ の 先 端 面 に 当 接 し て 、 挿 入 部 １ ２ が こ れ 以 上 気 管 チ ュ ー ブ ５
０ の 先 端 側 に 移 動 不 能 と な っ た と き に 、 先 端 部 ２ ０ が 気 管 チ ュ ー ブ ５ ０ の 先 端 開 口 か ら 外
部 に 突 出 し な い よ う に 、 ス ト ッ パ ４ ０ の 硬 質 筒 状 部 材 １ ６ に 対 す る 装 着 位 置 を 決 定 す る 。
　 こ れ ら 気 管 内 視 鏡 １ ０ と ス ト ッ パ ４ ０ と 後 述 す る 気 管 チ ュ ー ブ ５ ０ と に よ り 気 管 内 視 鏡
シ ス テ ム が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 次 に 、 上 記 構 成 の 気 管 内 視 鏡 １ ０ と ス ト ッ パ ４ ０ か ら な る 気 管 内 視 鏡 装 置 を 用 い た 、 患
者 ６ ０ の 食 道 ６ ２ と 気 管 ６ ３ 内 に お け る 気 管 チ ュ ー ブ ５ ０ の 先 端 位 置 確 認 要 領 を 、 主 に 図
１ を 用 い な が ら 説 明 す る 。
　 ま ず 、 図 示 を 省 略 し た ス タ イ レ ッ ト を 利 用 し て 、 気 管 チ ュ ー ブ ５ ０ を 患 者 ６ ０ の 口 ６ １
か ら 食 道 ６ ２ を 通 し て 気 管 ６ ３ 内 に 挿 入 す る 。 そ し て 、 挿 入 完 了 後 に ス タ イ レ ッ ト を 気 管
チ ュ ー ブ ５ ０ か ら 引 き 抜 く 。
　 次 い で 、 気 管 内 視 鏡 １ ０ の 乾 電 池 ３ ０ の 電 力 に よ っ て Ｌ Ｅ Ｄ ２ ５ を 発 光 さ せ 、 そ の 照 明
光 を 照 明 光 学 系 Ｌ ３ か ら 外 部 に 照 射 し た 状 態 で 、 気 管 内 視 鏡 １ ０ の 可 撓 管 部 １ ５ を ス ト ッ
パ ４ ０ と 一 緒 に 、 ス ト ッ パ ４ ０ の 先 端 面 が 気 管 チ ュ ー ブ ５ ０ の 入 口 側 端 面 （ 後 端 面 ） に 接
触 す る ま で 、 気 管 チ ュ ー ブ ５ ０ 内 に 挿 入 す る 。 こ の 状 態 で 、 術 者 が 眼 を 接 眼 部 １ ３ の 接 眼
光 学 系 Ｌ ２ に 近 づ け れ ば 、 観 察 窓 Ｇ 、 観 察 光 学 系 Ｌ １ 、 イ メ ー ジ フ ァ イ バ ２ ４ 、 及 び 接 眼
光 学 系 Ｌ ２ を 介 し て 得 ら れ た 先 端 部 ２ ０ の 周 辺 部 の 画 像 を 視 認 で き る の で 、 術 者 は 気 管 チ
ュ ー ブ ５ ０ の 先 端 部 が 正 し く 気 管 ６ ３ 内 に 位 置 し て い る か 、 ま た は 食 道 ６ ２ 内 に 位 置 し て
い る か を 確 認 で き る 。 仮 に 、 気 管 チ ュ ー ブ ５ ０ の 先 端 部 の 向 き や 食 道 ６ ２ や 気 管 ６ ３ の 状
態 （ 例 え ば 、 体 液 の 付 着 状 態 ） の 影 響 に よ っ て 、 術 者 が 気 管 チ ュ ー ブ ５ ０ の 先 端 部 と そ の
周 辺 の 体 腔 壁 （ 食 道 ６ ２ 、 気 管 ６ ３ ） を 視 認 で き な い 場 合 に は 、 眼 で 接 眼 部 １ ３ を 覗 き な
が ら 気 管 内 視 鏡 １ ０ 全 体 を そ の 軸 線 回 り に 回 転 さ せ る 。 す る と 、 可 撓 管 部 １ ５ の 軸 線 Ａ に
対 し て 傾 斜 し て い る 先 端 部 ２ ０ の 軸 線 Ａ に 対 す る 傾 斜 方 向 が 変 わ る の で （ 図 ２ 、 図 ３ の 仮
想 線 参 照 ） 、 傾 斜 方 向 が 所 定 の 方 向 を 向 い た と き に 、 術 者 は 気 管 チ ュ ー ブ ５ ０ の 先 端 部 と
そ の 周 辺 の 体 腔 壁 （ 食 道 ６ ２ 、 気 管 ６ ３ ） を 視 認 で き 、 気 管 チ ュ ー ブ ５ ０ の 先 端 部 の 位 置
を 確 認 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 、 本 発 明 を 上 記 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ
る も の で は な く 、 様 々 な 変 更 を 施 し な が ら 実 施 可 能 で あ る 。
　 例 え ば 、 ス ト ッ パ ４ ０ の 代 わ り に 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 す ス ト ッ パ ７ ０ を 気 管 内 視 鏡 １ ０ の
硬 質 筒 状 部 材 １ ６ に 装 着 し て も よ い 。 こ の ス ト ッ パ ７ ０ も ゴ ム 等 の 弾 性 材 料 に よ っ て 一 体
成 形 さ れ て お り 、 そ の 中 心 部 に ス ト ッ パ ７ ０ を 貫 通 す る 断 面 形 状 が 楕 円 形 の 楕 円 状 挿 通 孔
（ 貫 通 孔 ） （ 保 持 手 段 ） ７ １ が 穿 設 さ れ て い る 。 ス ト ッ パ ７ ０ の 軸 線 Ａ に 直 交 す る 方 向 の
断 面 径 は 気 管 チ ュ ー ブ ５ ０ の 内 径 よ り 大 き く 、 か つ 、 楕 円 状 挿 通 孔 ７ １ の 長 軸 は 硬 質 筒 状
部 材 １ ６ の 断 面 径 よ り 長 く 短 軸 は 硬 質 筒 状 部 材 １ ６ の 断 面 径 よ り 短 く 設 定 さ れ て い る 。 こ
の ス ト ッ パ ７ ０ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 指 で 矢 印 方 向 に 弾 性 変 形 さ せ る と 、 そ の 楕 円 状 挿
通 孔 ７ １ が 略 円 形 と な り 、 可 撓 管 部 １ ５ 及 び 硬 質 筒 状 部 材 １ ６ が 楕 円 状 挿 通 孔 ７ １ に 接 触
せ ず に 挿 通 可 能 と な る 。 そ し て 、 ス ト ッ パ ７ ０ が 硬 質 筒 状 部 材 １ ６ の 外 周 側 の 所 定 位 置 に
達 し た と き に 指 を ス ト ッ パ ７ ０ か ら 離 す と 、 ス ト ッ パ ７ ０ が 初 期 形 状 に 弾 性 復 帰 し 楕 円 状
挿 通 孔 ７ １ が 元 の 楕 円 形 状 と な り 、 楕 円 状 挿 通 孔 ７ １ の 内 周 面 が 硬 質 筒 状 部 材 １ ６ の 外 周
面 に 弾 性 的 に 面 接 触 し 、 ス ト ッ パ ７ ０ が 硬 質 筒 状 部 材 １ ６ に 対 し て 移 動 不 能 な 状 態 に 保 持
さ れ る 。
　 な お 、 ス ト ッ パ ４ ０ 、 ７ ０ は 硬 質 筒 状 部 材 １ ６ で は な く 可 撓 管 部 １ ５ に 装 着 す る こ と も
可 能 で あ る 。
　 ま た 、 上 記 ス ト ッ パ を 気 管 内 視 鏡 １ ０ に 対 し て 着 脱 可 能 と せ ず 、 挿 入 部 １ ２ の 所 定 位 置
に 固 定 し た り 、 挿 入 部 １ ２ に 気 管 チ ュ ー ブ ５ ０ の 内 径 よ り 大 径 の ス ト ッ パ （ 例 え ば 、 鍔 状
の も の ） を 一 体 的 に 設 け て 実 施 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 気 管 内 視 鏡 と 気 管 チ ュ ー ブ を 体 腔 （ 食 道 と 気 管 ） 内 に
挿 入 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 気 管 内 視 鏡 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 気 管 内 視 鏡 の 接 眼 部 、 操 作 部 、 及 び 挿 入 部 の 先 端 側 部 を 、 挿 入 部 の 先 端 側 部 を 接
眼 部 及 び 操 作 部 よ り 拡 大 し て 示 す 横 断 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 気 管 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 気 管 チ ュ ー ブ に 挿 入 し た 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 ス ト ッ パ の 縦 断 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ２ の VI－ VI矢 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ス ト ッ パ を 挿 入 部 に 装 着 す る 直 前 の 状 態 を 示 す 図 ６ と 同 様 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 変 形 例 の ス ト ッ パ を 挿 入 部 に 装 着 し た 状 態 を 示 す 図 ５ と 同 様 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 変 形 例 の ス ト ッ パ を 挿 入 部 に 装 着 す る 直 前 の 状 態 を 示 す 図 ５ と 同 様 の 断 面 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
１ ０ 　 　 気 管 内 視 鏡
１ １ 　 　 操 作 部
１ ２ 　 　 挿 入 部
１ ３ 　 　 接 眼 部
１ ５ 　 　 可 撓 管 部
１ ６ 　 　 硬 質 筒 状 部 材
１ ７ 　 　 開 口 部
１ ８ 　 　 筒 状 支 持 部 材
１ ９ 　 　 傾 斜 筒 状 部 材
２ ０ 　 　 先 端 部
２ １ 　 　 止 め ね じ
２ ２ 　 　 第 １ 貫 通 孔
２ ３ 　 　 第 ２ 貫 通 孔
２ ４ 　 　 イ メ ー ジ フ ァ イ バ
２ ５ 　 　 Ｌ Ｅ Ｄ （ 発 光 ダ イ オ ー ド ）
２ ６ 　 　 プ ラ ス 側 リ ー ド 線
２ ７ 　 　 マ イ ナ ス 側 リ ー ド 線
２ ８ 　 　 電 池 収 納 部
２ ９ 　 　 蓋 部
３ ０ 　 　 乾 電 池
３ １ 　 　 プ ラ ス 側 接 片
３ ２ 　 　 マ イ ナ ス 側 接 片
４ ０ 　 　 ス ト ッ パ
４ １ 　 　 本 体
４ ２ 　 　 凹 部
４ ３ 　 　 硬 質 嵌 合 部 材
４ ４ 　 　 挿 通 孔 （ 貫 通 孔 ）
４ ５ 　 ４ ６ 　 保 持 用 突 部 （ 保 持 手 段 ）
４ ７ 　 　 指 掛 け 凹 部
５ ０ 　 　 気 管 チ ュ ー ブ
６ ０ 　 　 患 者
６ １ 　 　 口
６ ２ 　 　 食 道
６ ３ 　 　 気 管
７ ０ 　 　 ス ト ッ パ
７ １ 　 　 楕 円 状 挿 通 孔 （ 貫 通 孔 ） （ 保 持 手 段 ）
Ｇ 　 　 　 観 察 窓
Ｌ １ 　 　 観 察 光 学 系
Ｌ ２ 　 　 接 眼 光 学 系
Ｌ ３ 　 　 照 明 光 学 系
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种气管镜系统，该系统能够可靠地防止气管镜的插
入部从气管管的远端部突出到食道或气管中。 解决方案：气管导管
（50）从食道（62）穿过气管（63）插入；插入部分（12）插入气管导
管；操作部分（11）与插入部分相连。 在具有气管镜（10）的气管镜系
统中；以及在气管镜的插入部的操作部侧，气管管的入口侧端部，插入
部。 气管内窥镜系统，其特征在于，设有塞子（40、70），以防止其远
端从气管导管的远端突出。 [选型图]图1
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